
京都市災み1時脇力井戸制度

大規模な地震が発生 した ときの地域の力として
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災害速顧轟轟委長豪

ご存知ですか あ なたのまちの災害時協力井戸の家

京 都  市



京3 8市では 水 道施設の両震イしに取り組んでいますが マ グニチュー ド7

クラスの大地震が発生すると水道施設が被目を受け 断 水することが言え

られます。曽段 水 よド蛇□をひねれば出てきますから 水 のなしヽ生活は

想像 しにくいかもしれません。 しか し 例 えば水の出ない水洗 トイレ 水

の出ない台所 水 のない洗濯機など■J r  震受8 3とは現実の生活となります。

せいかつの水けどうなるの 。・・

順神 ・擢略末顧携では

飲料水の多 くは、市販水によ

り確保されま した。洗濯,掃時,

トイ レな ど の 水 は今 井 戸 水

により確保された例が最も多

く,ま た河川の水す結水車に

よる水なども多く利用されま

した。

井戸水の利用

抗濯など     3 1 %

トイ レ 掃 除な と 2 3 %

貼 り紙を出 し, 井 戸水 を提供する民家

( 写真提供 : 読 売新間社 )

嚇要 に追 られ て ) で

洗濯 す る市 民

( 写真提供 : 腕 売新聞社 )
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京都市では, 地 震の際の水道施設の損傷などにより。生活のための水

が不足 した場合に億えて, 市 民の皆様が所有されている井戸を 「災書晴

協力井戸」として豊録 し。受雪時に地域の皆さんに生活のための水 ( 洗

濯Ⅲ掃昧トトイレに使用する水です 飲 l l 用の水で よありません。) と し

て井戸水を提供 していただく制度を, 平 成 打6 年 」2 月 にスター トさせ,

多くの市民や事業者の方などに御章録いただいています。
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登 録 され て いる家の リス トを 地 元 の

自主防災会へお漬 ししています。また

およその場所 は 消け局のホーム ベー ジ

でも御覧いただ けます。



地域の くら

る重要 な水 利 の一 つ と される

京都市で は,大 規本

協力井戸」の募
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「受 宮崎 協 力丼 戸 J は  「 自分 たち のまち を守 るた めの水 J と しヽ う地域 が協

力す る 「共助 J と して の l ~ 置付 けの もので すが  こ の ほか に もヨ 近 な と ころで

水を確 保す る ことが大 切 です 「自分 を守 るため の 3 1 ・J 「 家族 を守る ため の水 J

と, 市 民の 皆様 ひ と りひ とりが 「自助 」の 気持ち を持ち、災書 時の 水の確 保 に

努 め る ことが 大切 で す 。

( 初 期 消 人 ) 生 活 驚 水

十人‐1■ 13リ ットルX3日 お |

く家庭での取組〉
空き容器の活用など経済的で 身 近にできる方法で取り組みましょう

飲料水                生 活雑水

水道水の脩畜 (入れ書えを忘れすに)     風 目の漕水 水 道水の脩畜
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